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連合救援ボランティア活動は 4 月 24 日に第 4 陣が出発し、4 月 27 日現在で第１陣以降のべ 4,727 人が現地

へ向かい活動しています。その活動内容は日々さまざまで、ボランティア派遣のみなさんには各地域で臨機応変

に対応いただいています。 

時としてその活動は、想像していた内容とは違うケースもあります。以下最近の各地域の活動内容をご報告し

ます。 

  

～岩手より～ 
岩手（東和）では陸前高田市での「サンマ回収」作業が行われました。3 月 11 日の大津波で、現場の 1 キロ

下流にあった 2 棟の冷凍倉庫が完全に破壊され 800 トンもの冷凍サンマのすべてが周辺にまき散らされ、震災

から 5 週間すぎ、腐敗もすすみウジ虫や病原菌の大量発生の危機が目前に迫ったことで、サンマ回収を優先する

ことになったようです。 

遠野社会福祉協議会と連携し活動を進めている連合救援ボランティアのみなさんもこの活動に「まごころネッ

ト隊」に参加。想像を絶する！？活動に奮闘する様子が【遠野市被災地支援ボランティアネットワーク 遠野まごころ

ネット『活動報告』】に掲載されましたので、以下抜粋しご紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４・２２ 「サンマ回収」作業 

この日はこれまでで最多となる 76 人のボランティアが地元住民とともに、陸前高田市でのサンマ回収作業に奮闘しました。小

川の中はもちろん、津波に押し流された周辺の家屋のがれきの中を一輪車で動き回り、付近に無数に点在するサンマを拾い

集めました。 

 

 

   

 

 

川の中での回収作業       がれきの中での回収    藤田信次さん(右)と同僚の大河原明さん 

 

北九州市から参加してくださった藤田信次さん（４７＝基幹労連）は、この日が初のサンマ収集。「てっきり加工工場の敷地

内に、魚が散乱しているのかと思っていたら、町内全域に転がっていて、驚きました。すごい臭いで半分ぐらいの人が昼ごはん

を食べられなかったぐらい、大変な作業でした」と苦笑いで話していました。 

 横浜市から単身、遠野までやってこられた岩崎真奈美さん（25＝会社員）も、滞在３日目のこの日が「サンマ初体験」。それま

での２日間は、被災地のボランティア事務局での受付業務と避難所に送る布団の積み下ろしだっただけに「今日はきつかった

です。でも、今までで一番『ボランティアをしたんだ～」という実感があります。被災地の人たちに喜ばれる仕事ができてよかっ

たです」と充実の笑みを浮かべていた。 



 | 2 

 

連合本部・災害対策救援本部 ボランティア派遣担当班 

電話 03-5295-0555 FAX03-5295-0547（非正規労働センター） 

hiseiki@sv.rengo-net.or.jp 

 

～宮城より～ 
 仙台では民家の庭先に堆積した汚泥を土のうに詰めての搬出作業、家財（家具、ピアノ、マットレス等）の搬

出、網戸等の清掃作業が行われた。 

 写真は、一人暮らしのおばあちゃんの家で、津波でだめになった 

手作りの味噌が入った瓶を片付けているところ。 

3 年寝かせる予定でしたが、１年目でだめになったとのこと。 

 

 

 

 
 
～福島より～ 
 勿来（なこそ）では、いわき市関田地区の道路両側の測溝（深さ約 1ｍ×200ｍ）の土砂などの除去と土のう

詰め作業や津波によって水没した田んぼ(200ｍ×50ｍ)のがれきの撤去、道路脇への集積が行われている。ぬ

かるんでいるため足下が悪く撤去物も水を含んで重く、腰にもかなりの負担となっている。 

会津若松では支援物資の整備・仕分・配布・被災者の受付等、650 世帯 1000 名の被災者の方々への対応を

行った。いわきでは午後には天気が急変しヒョウに見舞われ作業は中止。ぼなりでは雪が降り始め夕方には吹雪

状態になる等、現地の人も近年経験のない天候に遭遇している。 

 

   

 

 

 

 

 

田んぼでの作業の様子           作業を進めた電機連合のみなさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害本部ボランティア班への問い合わせでも「洗濯はできるのでしょうか？」といった問い合わせも多くいた

だいています。とても大切な情報提供がこれまで丌十分であったことから、今回はまとめてリサーチし、ご報告

させていただきます。今後ボランティア派遣に行く際のご参考にしていただければ幸いです。 

 

 

各地域では、臭い・泥・汗・雨・風・寒さｅｔｃ にも負けず、活動を進めていただいていますが、 

・・・ここで気になるのが各地域のお洗濯事情・・・ 
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 直近の各地域の状況については、＠れんごう（４月２７日発信）「各拠点地域情報」もご確認ください。 

岩手(東和)  洗濯機 1 台 

下着類は日数分準備している様子。漁業地帯での活動の為、作業着の汚れ、においが強いので、上着とし

て着るウィンドブレーカーの洗濯は日々各自で行われている。着替えは十分な枚数が必要。洗濯機 1 台あ

るが、多くが手洗いで対応。現地からも作業服の着替えは多めに準備を！とのコメント。 

 

 

岩手(宮古)  洗濯機 1 台 

洗濯機１台は軍手・タオル等の共有物の洗濯に使用し、ボランティアは原則洗濯をしていない。下着類は

日数分準備している様子。 

 

 宮城(仙台)  洗濯機なし 

活動は３勤１休３勤としていることから、中日の休息日に希望者をコインランドリー＆入浴へバスで送迎

し対応。約半数の人が利用している。 

 

 宮城(千厩)  洗濯機１台（以降３台設置予定）   

 

 
福島(相馬)  洗濯機・乾燥機各６台、コインランドリー(月休)近隣に有   

 

 福島(会津)  洗濯機３台・乾燥機１台、スキー用乾燥室有    

 

 福島(いわき) 洗濯機１台・乾燥機なし、コインランドリー（車で 10 分）有    

 

 


